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点検整備不十分 経年劣化による配線の腐食 電気配線に損傷がないか、かつ、クランプに緩みがな
いか点検することが必要

原因

整備作業ミス

具体的な原因の内容 必要な対策
バッテリー等を交換した際のバッテ
リーやコネクタの固定不良

バッテリー固定金具やバッテリー端子取付け用ナットは、
工具を使ってしっかりと締め付けて固定することが必要
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■推進：国土交通省  自動車点検整備推進協議会　■後援：内閣府  警察庁  環境省　
■協力：自動車検査独立行政法人　軽自動車検査協会　独立行政法人自動車事故対策機構
大型車車輪脱落防止連絡会：公益社団法人 全日本トラック協会　公益社団法人 日本バス協会　(社)全国自家用自動車協会　(社)日本自動車整備振興会連合会　
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会　全国タイヤ商工協同組合連合会　一般社団法人 日本自動車タイヤ協会　全国石油商業組合連合会　一般社団法人 日本自動車車体工業会
日本自動車輸入組合　一般社団法人 日本自動車機械工具協会　一般社団法人 日本自動車機械器具工業会　一般社団法人 自動車用品小売業協会　一般社団法人 日本自動車工業会　（順不同）

注意すべき事例と必要な対策

①ショート等電気関係の不具合から火災事故に至る事例

原因

点検整備不十分

具体的な原因の内容 必要な対策
長期間の整備未実施によるブレーキ
部品の作動不良

ブレーキ部品の定期的な点検整備を確実に実施するこ
とが必要

　原因では「点検整備不十分」や「整備作業ミス」といった点検整備が関係しているものの割合が多く（２５件）、
また、出火に至る状況では、「ショート等電気関係」や「ブレーキ・タイヤの過熱」の割合が多かった（２５件）

②ブレーキ・タイヤの過熱から火災事故に至る事例

最近４年間（平成１９年～２２年）に発生した事業用バス火災事故６１件について

■事業用バス火災事故件数 原因(推定も含む)

点検整備不十分

整備作業ミス

ウエス等着火

サイドブレーキ戻し

設計･製作上の不具合

不明 32

15

10

1

2

1

不明

■事業用バス火災事故件数 出火に至る状況

ショート等電気関係

ブレーキ･タイヤの過熱

燃料漏れ

エンジンオイル漏れ

排気管からの排気漏れ

その他

DPF等過熱

16

9

3

7

0

26

0
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